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復路は	日間の航海であった｡ なお, 本航海は, 往路が



















は, 立直, 体操, 操帆作業 (ロープ作業を含む), 整備作
業および甲板流しなどであった｡ 立直とは, 航海中船橋で
行なわれる見張り・船位確認・操船といった当直業務のこ












陸生活での食習慣 (以下, 航海前食習慣とする) と, ヶ
月間の本航海時の食習慣 (以下, 航海時食習慣とする) を,
筆者らが作成した食習慣自記式アンケート調査用紙で調査
した｡ 航海前食習慣調査は, 横浜出航直前 (以下, 横浜発
時とする) の各種測定時に日本丸船上にて実施した｡ 航海
時食習慣調査は, 往路での食習慣調査はハワイ停泊時 (以
下, ハワイ着時とする) に実施し, 復路のそれは本航海終
了直後 (以下, 東京着時とする) の各種測定時に日本丸に
て実施した｡
食習慣自記式アンケート調査では, 航海前および航海時
における主な食品 (肉類, 魚介類, 油料理, 野菜類) の	
週間あたりの摂取頻度を回答させた｡
 身体測定









ている)｡ なお, 身長と体重から体格指数である 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京着時にへ有意に減少した｡  !は, 横浜
発時が東京着時に
となり有意な変化
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: 東京海洋大学海洋科学部海洋政策文化学科( ): 独立行政法人 航海訓練所
ヶ月間にわたる日本―ハワイ間往復帆船航海が実習生 (男子名, 平均年齢歳) の体型, 循
環機能および血液性状に及ぼす影響について検討した｡ 帆走が％を占める往路 (日本→ハワイ間,
東方航海) は, 帆走が％である復路 (ハワイ→日本間, 西方航海) に比較し, 操帆作業時間は
分長く, 身体活動を伴う実習総時間では分長かった｡ 帆船航海では, 操帆作業等の身体活動時間
の長い東方航海において体重と血圧は減少する傾向が認められた｡ また, 全航海において学生の肥満は
認められず, 末梢血液循環の改善と総コレステロールの減少が認められた｡
キーワード：帆船, 東西航海, 身体活動量, 体重, 血液循環, 血清脂質
